
11月松江市議会

学校の空調整備の
補正予算などを可決

　11月定例松江市議会は、11月28日か
ら12月18日までの21日間の会期で開会

されました。今議会は、イングリッシュガー
デンの売却事業や小泉八雲旧居の取得
などの事業、市立幼･小中学校の空調整
備事業などの補正予算などが提案され、
原案通り議決しました。陳情１件は不採択
となりました。

　議員提出議案では、松政クラブが提案
し議会運営委員会総意で提出した意見
書など3件は全員賛成で議決しました。

（予算金額や提出議案の詳細は市ホー
ムページや市報等をご覧ください）
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m a k o t om a k o t o

ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。

30
VOL

ホームページ、
ブログはこちらから

神幸祭の準備が始まっています

　松江城山稲荷神社式年神幸祭、通称「ホーランエンヤ」は、
本年の5月に催行されます。五大地の皆さんはもとより、野々
内の地元、市向地区（祭りの際には一向となる）でもその準備
が始まっています。
お迎えする阿太加
夜神社氏子として
神輿船を曳航する
名誉を担い、今回は
9隻で参加者全員
が松江大橋まで行
く計画です。 宝珠の塗替えなどの作業

ののうち誠 プロフィール
昭和25年生まれ(現在68歳)出雲郷小学校→東
出雲中学校→島根県立松江農林高校→東出雲
町役場就職(平成23年3月に町参事を最後に退
職)→平成23年8月松江市議会初当選、平成25
年4月2期目当選　平成29年４月３期目当選
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ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりをし

ていきましょう。この度後援会だよりvol.３０を発行いたしま

したので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

研修フォーラムなどで勉強しています

　11月14日から3日間、
栃木県宇都宮市で開催
の「第13回全国市議会
議長会研究フォーラム」
に参加しました。講演や
パネルディスカッション
は、共通した課題が多く、
非常に参考になります。
機会を見つけて同様な研
修会に参加をすることに
しています。
　この、全国市議会議長会研究フォーラム、松江市は2021
年度に誘致が内定しています。

宇都宮市での研究フォーラム会場で

新幹線に関する研修会

新幹線事業化を研修

　１２月２５日に、くにびきメッセで「新幹線に関する研修
会」が開かれました。主催は、（仮称）「中国横断新幹線（伯
備新幹線）中海・宍道湖・大山圏域整備促進会議」設立準
備会です。
　本年には基本計画路線の１１路線のうち、整備計画路線
の検討が進む見込みです。なんとしても悲願である「中国横
断新幹線（伯備新幹線）」が選ばれ、事業化に進むよう取り
組まなければなり
ません。「山陰新幹
線・中国横断新幹
線整備促進松江市
議会議員連盟」で
も幹事長として、全
力で取り組んでいき
たいと思っています。

後 援 会 だ よ り J a n u a r y

　年４回発行している後援会だよりは、今号で３０号を

発行させていただきました。時おり読んでいるよと声

を掛けていただきますが、とてもうれしいです。限られ

た紙面ですが、今後も研鑽を重ねて発行していきたい

と思っています。

　さて今年は、４月には県知事・県議会議員選挙、７月

には参議院議員選挙があります。そして、５月には新し

い天皇のもと新しい年号が始まりますし、新年号の初

めての祭典として松江城山稲荷神社式年神幸祭（通

称・ホーランエンヤ）も催行されます。また、消費税が１０

月には１０％に改定予定です。

　松江市に目を転ずれば、人口減少対策や地域活性

化、産業振興などの課題が山積しています。

　野々内は、今年も一生懸命課題に向き合っていきた

いと考えています。引き続きのご支援やご協力を賜り

ますようお願い申しあげます。

意宇川の危険箇所調査

　意宇川の度重なる洪水は、頭首工の災害発生など流域の
住民にとって脅威となっています。そこで、今後の河川管理
や農業用施設管理に役立
てようと、1月21日に地
元関係者や島根県・松江
市の関係部署の皆さんと
危険箇所を調査しました。
流域７箇所を点検調査し
意見交換を行いました。 意宇川の危険箇所を調査

最 近 の 活 動から

おかげさまで
後援会だより３０号です



　

 

共
創
・
協
働
の

　

 

取
り
組
み
に
つ
い
て

①
共
創
･
協
働
に
お
け
る
個
人

情
報
保
護
に
つ
い
て

　

個
人
情
報
保
護
は
大
切
で
す
が
、個
人

情
報
で
あ
れ
ば
何
で
も
保
護
す
る
は
誤

解
で
す
。共
創
・
協
働
に
は
個
人
情
報
保

護
法
を
正
し
く
理
解
し
、管
理・運
営
す
る

体
制
づ
く
り
を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部

主
催
の
研
修
会
講
師
の
川
北
秀
人
氏

は
、行
政
で
は「
地
域
団
体
の
た
め
の
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
手
引
き
」

の
策
定
、「
福
祉
・
備
災
カ
ー
ド
」な
ど
地

域
運
営
組
織
と
し
て
の
住
民
台
帳
づ
く

り
を
促
す
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

本
市
の
状
況
と
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

松
延
市
民
部
長  

個
人
情
報
の
取
扱
い

に
関
す
る
手
引
き
は
、個
人
情
報
の
取

得
、管
理
の
ル
ー
ル
な
ど
を
示
し
た
町
内

会
・
自
治
会
向
け
個
人
情
報
取
扱
い
手

引
き
を
策
定
し
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開

や
、地
域
団
体
等
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
台
帳
づ
く
り
は
、本
市
の
避
難
行

動
要
支
援
者
約
2
万
5
千
人
に
対
し
て

名
簿
情
報
提
供
の
同
意
確
認
書
を
送
付

し
て
約
1
万
4
0
0
人
に
同
意
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
約
4
，7
0
0

人
に
は
、避
難
支
援
関
係
者
の
団
体
と
個

人
情
報
保
護
に
関
係
す
る
協
定
を
結
ん

だ
上
で
、同
意
者
名
簿
を
渡
し
、地
域
で

の
個
人
ご
と
の
個
別
計
画
、名
簿
の
作
成

に
役
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
後
、

残
り
5
，7
0
0
名
の
同
意
者
に
も
、地

域
で
の
個
別
計
画
等
の
作
成
が
進
む
よ

う
に
取
り
組
み
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

②
住
民
自
治
組
織
の
確
立
と
地

域
と
の
協
働
の
た
め
の
町
内
会

組
織
へ
の
助
成
事
業
を
増
や
す

こ
と
に
つ
い
て

　
「
自
分
た
ち
が
決
め
て
自
分
た
ち
が

担
う
」た
め
に
、住
民
自
治
組
織
の
確
立

と
地
域
と
の
協
働
が
必
要
で
す
。地
域

組
織
で
は
行
政
機
能
の
集
約
化
を
補
い
、

住
民
減
少
・
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
必
要

性
が
高
ま
る
安
心
・
安
全
の
確
保
の
た

め
の
地
域
づ
く
り
を
市
と
共
に
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、共
通
の「
基

本
機
能
」と
独
自
の「
魅
力
づ
く
り
」も

進
め
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。本
市
の
現

状
と
今
後
の
進
め
方
を
伺
い
ま
す
。

　

自
治
会
・
町
内
会
な
ど
は「
小
規
模
多

機
能
自
治
」を
進
め
る
た
め
に
は
資
金
が

必
要
で
す
が
、行
政
機
能
を
補
う
活
動
を

進
め
る
の
で
、応
分
の
助
成
が
求
め
ら

れ
ま
す
。本
市
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

松
浦
市
長  

共
創
・
共
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
組
織
と
し
て
、自
主
防
災
組
織
、

配
慮
が
必
要
な
方
に
平
常
時
か
ら
支
援

活
動
を
行
う
要
配
慮
者
支
援
組
織
を
立

ち
上
げ
て
い
ま
す
。自
主
防
災
組
織
の
結

成
率
は
71
．3
％
、要
配
慮
者
支
援
組
織

は
現
在
1
7
5
組
織
で
、世
帯
の
カ
バ
ー
率

が
28
．3
％
で

す
。既
存
の
組

織
を
柔
軟
に

活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

住
民
福
祉

等
を
増
進
す

る
取
り
組
み
は

何
か
の
支
援
が
必
要
で
、要
配
慮
者
支
援

組
織
に
は
設
立
時
と
毎
年
の
運
営
に
対

し
補
助
を
行
って
い
ま
す
。単
年
度
補
助
で

は
、松
江
市
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
補

助
金
も
設
け
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も

地
域
組
織
への
助
成
事
業
は
複
数
あ
る
の

で
、も
う
一
度
横
並
び
を
し
て
今
後
の
支

援
の
形
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 

犬
、猫
対
策
に
つ
い
て

①
動
物
の
愛
護
と
動
物
の
適
切

な
管
理
に
つ
い
て

　

松
江
市
が
中
核
市
と
な
り
保
健
所

が
県
と
共
同
設
置
と
な
り
、市
民
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
動
物
愛
護
や
犬
猫
に

関
す
る
事
務
は
、松
江
市
の
仕
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
市
に
は
、犬
猫
に
つ
い
て
の
複
数

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
保
健
所

と
連
携
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
を
聞
き

ま
し
た
。本
市
に
お
け
る
基
本
的
な
犬

猫
対
策
に
つ
い
て
、ま
ず
伺
い
ま
す
。

　

動
物
の
愛
護
に
つ
い
て
、野
犬
や
捨
て

猫
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。不
明
犬

に
つ
い
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
写
真
・

動
画
な
ど
で
公
開
し
て
は
ど
う
で
す

か
。不
明
犬
防
止
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
の
状
況
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、犬
猫
の
譲
渡
の
状
況
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
頼
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
、現

状
と
対
策
を
伺
い
ま
す
。動
物
の
適
切

な
管
理
と
し
て
、み
だ
り
に
繁
殖
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
不
妊
去
勢

手
術
の
状
況
、近
所
の
野
良
猫
に
餌
を

や
ら
な
い
こ
と
の
周
知
と
徹
底
の
状

況
を
伺
い
ま
す
。

小
塚
健
康
部
長  

基
本
的
に
動
物
愛
護

思
想
の
普
及
啓
発
と
動
物
が
そ
の
命
を

終
え
る
ま
で
適
切
に
飼
い
続
け
る
と
い
う

終
生
飼
養
や
、動
物
の
鳴
き
声
・
ふ
ん
尿

等
に
よ
る
迷
惑
防
止
な
ど
の
動
物
管
理
の

徹
底
を
図
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、捕
獲
し
た
犬
等
は
新
し
い
飼
い

主
へ
の
譲
渡
を
行
い
、処
分
さ
れ
る
不
幸

な
命
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。平
成
30
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で

に
所
有
者
不
明
で
収
容
し
た
犬
は
61

頭
、猫
は
65
匹
。不
明
犬
は
捕
獲
情
報

を
保
健
所
等
で
公
示
・
特
徴
や
写
真
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
へ
掲
載
し
て
、飼

い
主
へ
の
返
還
や
新
し
い
飼
い
主
を
探

す
取
り
組
み
の

充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
登
録
数
は
、

県
内
全
体
で
1

割
に
満
た
な
い

状
況
で
す
。犬
猫
の
譲
渡
は
、平
成
30
年
4

月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
、犬
54
頭
、猫

49
匹
で
す
。現
在
、５
団
体
及
び
個
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
保
健
所
に
収
容
し
た
犬

猫
の
譲
渡
に
つい
て
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
保
健
所
か
ら
譲
渡
し
た
猫
に
対

し
不
妊
去
勢
手
術
を
条
件
と
し
、希
望
者

に
対
し
て
は
そ
の
費
用
の
助
成
を
し
て
お

り
、現
在
24

件
の
希
望
が

あ
り
ま
す
。

餌
や
り
苦
情

に
は
、注
意・

指
導
、チ
ラ
シ

回
覧
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

 

洪
水
の
際
の
対
応
に
つい
て

①
水
防
体
制
と
土
の
う
の
準
備

に
つ
い
て

　

9
月
の
台
風
24
号
襲
来
に
伴
う
大
雨

で
は
、意
宇
川
の
出
雲
郷
橋
付
近
の
観

測
所
で
は
一
時
は
、は
ん
濫
危
険
水
位

の
３
．30
m
に
達
し
ま
し
た
。急
激
に
増

水
す
る
の
が
最
近
の
特
徴
で
、急
激
な

増
水
に
対
し
て
の
消
防
団
の
水
防
体
制

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

水
防
倉
庫
の
土
の
う
の
用
意
、在
庫

が
出
払
っ
た
場
合
の
対
処
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

菅
井
消
防
長  

消
防
団
の
水
防
体
制
は
、

災
害
通
知
メ
ー
ル
に
よ
り
全
て
の
団
員
に

準
備
情
報
を
発
出
し
、出
動
命
令
は
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
管
轄
方
面
団
長

等
に
対
し
直
接
行
っ
て
い
ま
す
。松
江
市

水
防
計
画
に
よ
っ
て
情
報
共
有
を
図
り
、

水
防
訓
練
は
、毎
年
1
回
以
上
実
施
し

て
い
ま
す
。

矢
野
防
災
安
全
部
次
長  

土
の
う
の
準

備
は
、意
宇
川
沿
い
の
倉
庫
に
は
年
度
当

初
約
4
5
0
袋
、支
所
に
約
60
袋
配
置
、

大
草
水
防
倉
庫
に
は
、土
の
う
用
真
砂
土

を
一
定
量
準
備
し
て
い
ま
す
。ま
た
、民

間
企
業
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
河
川
の
立
木
な
ど
の
撤
去
に

つ
い
て

　

河
川
の
立
木
な
ど
で
洪
水
が
滞
留
し

氾
濫
の
危
険
を
流
域
住
民
は
感
じ
て
い

ま
す
。意
宇
川
や
須
田
川
、意
東
川
の
下

流
部
な
ど
、

流
域
住
民
の

不
安
を
解
消

す
る
た
め
の

立
木
な
ど
の

撤
去
の
考
え

方
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

安
達
都
市
整
備
部
長  

県
管
理
河
川
は
、

県
知
事
に
対
し
浸
水
被
害
の
軽
減
の
た

め
の
対
策
を
重
点
要
望
し
た
と
こ
ろ
で

す
。要
望
に
対
し
知
事
か
ら
は
、意
宇
川

の
堆
積
土
砂
に
つい
て
は
市
と
よ
く
相
談

の
上
、治
水
上
必
要
と
な
る
箇
所
は
優

先
度
を
踏
ま
え
掘
削
を
行
う
と
の
回
答

で
し
た
。

２
月
定
例
議
会
予
定

22
日（
金
）

２
月

本
会
議（
会
期
の
決
定
、提
案
説
明
）

5
日（
火
）
予
算
委
員
会

（
質
疑
、分
科
会
分
担・委
託
）

総
務
委
員
会・

予
算
委
員
会
総
務
分
科
会

6
日（
水
）7
日（
木
）

教
育
民
生
委
員
会・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

8
日（
金
）11
日（
月
）

12
日（
火
）
経
済
委
員
会・

予
算
委
員
会
経
済
分
科
会

13
日（
水
）
経
済
委
員
会・

予
算
委
員
会
経
済
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

20
日（
水
）
予
算
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告・質
疑・討
論・採
決
）

26
日（
火
）
本
会
議

（
委
員
長
報
告
、質
疑・討
論・採
決
）

閉
会

一
般
質
問

28
日（
木
）

4
日（
月
）一
般
質
問・議
案
質
疑・

委
員
会
付
託

一
般
質
問

Q

14
日（
木
）15
日（
金
）
建
設
環
境
委
員
会・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

　

12
月
4
日
、野
々
内
は
連
続
29
回

目
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。質
問

は
、一
問
一
答
で
行
い
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
と
そ
の
回
答
の
全
文
は
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
の
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

飼い主の施設入所のために保健所にきた
14歳の高齢猫

9月30日夕方の増水した意宇川

松江保健所収容の野犬の子犬

Q

地域の奉仕作業も共創・協働の活動です

Q

1
日（
金
）

３
月

一
般
質
問
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